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延
々
四
時
間
の
熱
い
討
論

経
済
摩
擦
の
解
消
法
の
一
つ
と
し
て
政
府
が
打
ち
出
し
た
市
場
開

放
の
た
め
の
行
動
計
画
(
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
の
前
に
、
日

本
の
援
業
が
大
き
く
矯
れ
動
い
て
い
る
。
総
評
、
中
央
労
農
会
議
、

食
管
連
、
会
箆
林
は
、
六
月
十
四
日
、
東
京

・
全
電
通
会
館
ホ
l
ル

で
、
国
民
の
食
削
の
安
定
・安
全
供
給
を
図
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
と
「
食
稲

・
農
業
を
見
直
す
中
央
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1
私
た

ち
の
食
べ
も
の
と
市
場
開
放
」
を
聞
い
た
。
箆
・
官
官
産
関
係
者
、
消

資
者
、
労
働
組
合
関
係
者
が
全
国
か
ら
約
三
百
人
参
加
し
た
。
日
本

の
農
業
を
守
り
育
て
る
の
か
、
食
糧
を
商
品
の
一
つ
と
し
て
、
経
済

戦
争
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
の
か
、
熱
い
議
論
が
四
時
間
も
続
け

ち
れ
た
。

ふ
れ
あ
い
ぽ
ヒ
ガ
シ
マ
ル

毎
日
お
役
巴
立
つ
の
、
が

い
い
で
す
ね

奥
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
暮
ら
し
の
調
味
料
、
ヒ
ガ
シ
マル、

四
百
余
年
の
伝
統
が
光
る
名
門
の
お
中
元
で
丈

が
、
日
本
の
食
糧
の
大
供
給
国
だ
か

ち
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ

が
、
日
本
の
工
業
製
品
の
大
市
場
、

日
本
の
お
得
意
織
だ
か
ら
だ
。逆
に
、

食
糧
に
つ
い
て
は
白
本
の
方
が
焚
渉

力
が
強
い
。

「
だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
工
業
製
品

の
市
場
が
大
き
く
な
い
タ
ィ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
、
日
本
の
交

渉
力
は
強
い
。
日
本
が
安
定
し
た
食

糧
の
供
給
を
望
む
な
ら
、
不
公
平
の

な
い
市
場
で
あ
り
続
け
る
乙
と
だ
」

と
い
う
。

速
水
さ
ん
の
言
う
食
糧
安
全
保
障

を
推
し
進
め
る
な
ら
、
当
然
、
失
業

農
家
が
出
て
来
る
。
そ
れ
は
、
松
本

さ
ん
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る

が
、
速
水
さ
ん
は
H
転
職
蔵
用
問
題

は
、
す
で
に
解
決
済
み
u

と
い
う
。

な
ぜ
な
ち
、
現
在
の
農
家
の
六
割

以
上
が
兼
業
農
家
で
、
農
業
収
入
よ

り
、
農
外
収
入
の
方
が
多
い
。
兼
業

腹
家
の
総
所
得
か
ら
見
る
と
、
農
業

収
入
は
、
わ
ず
か
七
物
と
い
う
状
況

が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
。
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歌
は
世
に

『

E
疋

-

つ
れ
、
世
は
軟
に
つ
れ
H

Em-
愛
さ
れ
な
く
な
っ
た
敵

一
手
一

が
轡
え
去
る
と
と
は
し

T、
-

か
た
な
い
乙
と
か
も
し

zr-れ
な
い
。
だ
が
、
今
回

τ唄
一

の
教
科
.
か
ら
「
我
は

-
|

海
の
子
」
「
村
の
か
じ

ゃ
」
等
が
消
え
る
と
い
う
新
聞
記
事

を
続
ん
で
い
る
と
オ
ャ
、
と
思
っ
て

し
ま
う
。
合
合
-
R
H

と
ま
や
H

も
H

ふ
い
と
H

も
、
も
う
今
の
子
ど
も
に
は
わ
か
ら

な
い
か
ら
:
:
と
い
う
。
だ
が
、
言

葉
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
歌
の
価
値
が

な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
な
話
だ
。

軟
な
ん
て
、
全
部
わ
け
が
わ
か
っ
て

歌
う
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
全
く
ち

ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
、
意
味
も
、
い
や

単
語
さ
え
正
確
に
聞
き
と
れ
な
い
横

文
字
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
で
さ
え
、

楽
し
く
歌
え
る
。
ま
し
て
日
本
語
に

お
い
て
お
や
。
歌
っ
て
い
る
う
ち
に

意
味
が
わ
か
っ
て
ムく
る
と
い
う
と
と

も
あ
る
。

-
R
-
R
合
意
味
が
一
言
も
聞
き
と
れ

な
り
れ
ば
別
だ
が
、
一
つ
の
軟
の
中

に
二
つ
や
三
つ
分
ら
な
い
言
葉
が
あ

っ
て
も
、
な
ん
と
い
う
乙
と
は
な
い

の
だ
。
子
供
た
ち
に
お
話
を
語
り
聞

か
せ
る
と
き
、
グ
リ
ム
事
話
は
普
も

い
ま
も
と
て
も
好
ま
れ
る
レ
パ
ー
ト

リ
ー
だ
が
H

勇
ま
し
い
仕
立
屋
さ
ん

が
火
の
し
を
か
つ
い
で
i
H
と
い
う

く
だ
り
を
、
も
う
使
わ
れ
て
な
い
言

葉
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
洋
服
仕
立
業

が
ア
イ
ロ
ン
を
・
:
:
・
と
直
し
て
、
は

た
し
て
面
白
い
だ
る
っ
か
。
た
と
え

火
の
し
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
子
供

は
十
分
筋
を
理
解
す
る
。
お
じ
い
さ

ん
は
山
へ
柴
刈
り
に
の
H

シ
パ
H

を

H

芝
を
刈
り
に
{
ワ
P
と
誤
解
し
て

い
て
も
、
そ
れ
自
体
は
大
し
た
こ
と

で
は
な
い
の
だ
。

-
R
-
R
食
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
帰

っ
た
と
き
、
一
と
さ
、
金
沢
文
庫
と

い
う
乙
乙
ろ
に
仮
住
い
し
た
。
そ
乙

の
小
学
校
の
校
歌
の
一
節
に
H

文
庫

の
誇
り
・--
H

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。

わ
が
息
子
は
、
が
文
庫
H

は
知
っ
て

い
た
。
家
庭
文
庫
や
子
ど
も
文
障
の
、

あ
の
H
文
庫
H

で
あ
る
。
彼
は
H

図

醤
館
の
本
棚
に
ほ
こ
り
が
積
も
っ
て

い
る
H

と
こ
の
啓
を
理
解
し
た
ら
し

い
。
大
笑
い
に
な
っ
た
が
、
乙
う
し

た
ま
ち
が
い
は
却
っ
て
楽
し
い
恩
出

だ
。
歌
詞
に
つ
い
て
H

諜
解
し
た
H

経
験
の
な
い
人
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。
私
も
子
供
の
乙
ろ
長
い
こ
介
『
蛍

の
光
」
の
「
文
読
む
月
日
重
ね
つ
つ
」

を
、
「
文
よ
、
む
っ
き
ひ
」
と
思
い
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
H

お
む

つ
H

が
出
て
来
る
の
か
、
へ
ン
だ
へ

ン
だ
と
思
っ
て
い
た
ム
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‘1. " 

(2) 

⑨ 

四
日

(
木
〕
閑

昨
夜
は
興
に
む
し
暑
く
、
布
団

な
し
で
辛
A
d
u
て
眠
れ
た
裡
で
あ

っ
た
。
夜
半
来
の
雨
は
履
い
雷
鳴

実
に
時
々
霊
言
語
程
の

輔
さ
で
地
面
審
的
告
つ
回
る
。
さ

ら
で
だ
に
憂
暗
に
胞
へ
由
食
珊
事

情
下
に
置
か
れ
る
国
民
に
と
っ

て
と
包
天
棋
は
い
よ
い
よ
時
刻

化
さ
什
器
も
の
と
L
て
不
賓
と
の

上Z
な
い
。
神
の
、
事
あ
微
警

る
頑
醒
に
対
し
て
の
一
世
酬
で
あ
ち

う
か
。
我
々
は
た
だ
憂
へ
、
悲
し

む
前
に
己
れ
の
非
#
信
ち
ね
ば
な

ら
ぬ
。

朝
日
新
聞
は
十
月
一
百
か
ら
軸
争
の
書
も
少
レ
ず
つ
明

「
ア
メ
リ
カ
思
士
主
義
」
の
遅
ら
か
に
な
っ
て
室
、
日
間
に

世
帯
ほ
じ
め
た
。
世
の
中
が
音
あ
る

J
レ
ヨ
ン
島
町
替
語
帽

を
た
で
主
変
わ
り
は
じ
め
た
揮
罪
は
各
紙
で
大
き
く
担
わ
れ
、

令
子
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
新
聞
か
ら
掴
帰
盟
将
兵
カ
闘
っ
た
、
戦
争
そ

い
は
じ
め
て
い
る
。
の
も
の
よ
り
部
え
に
密
P
Uみ、

失

業

者

四

七

七

万

、
浮

浪

者

も

し
か
し
、
世
相
は
厳
し
く
N

央
臨
究
者
が
出
「
ト
l
!
と
い
っ
た

警
四
七
七
万
、
女
子
は
極
力
倍
は
、
国
民
寄
っ
く

2
§

軍
庭
へ
か
へ
れ
H

と
い
っ
た
回
た
。

事
や
、
上
野
の
坦
P
週
に
揮
謹
景
買
の
い
い
H

大
本
自
発
罪

者
が
あ
ふ
れ
で
い
る
と
い
っ
た
包
2
7
を
、
国
民
は
全
く
間
色

町
述
も
出
は
じ
め
た
。
な
か
っ
』
ゐ
で
あ
る
。

は
、
決
し
宇
意
敬
す
る
必
要
は
な

い
と
号
令
良
き
は
良
い
、
わ
ろ

き
は
わ
る
レ
主
+
事
も
し
、
院
び

吾
と
こ
ろ
に
お
重
ひ
は
桔
ば
れ
、

個
じ
あ
へ
吾
恥
あ
と
思
ふ
。
と
れ

宏
薗
の
男
性
ド
」
求
め
る
宵
で
あ

る。
久
し
ぶ
り
に
タ
世
に
牛
肉
亭
頂

く
。
勿
体
な
い
話
で
あ
る
。

。
生
⑦
噛
前
処
三
度
三
度

米
の
メ
シ
と
い
A
め
が
普
通
で
、

パ
ン
恥
麺
閣
も
、
山
市
に
か
わ
る
P

代

用
童
(
羊
査
の
代
用

γ
だ
っ
弓

。
注
①
大
友
さ
ん
の
ご
子

嵐。(
カ
ッ
ト
は
大
友
さ
ん
の
掃
の
中

島
畏
辛
去
応
〉

変
る
環
境
に
対
応

阪

し
て
き
で
い
る
。
大
阪
市
で
も
、
市

民
消
園
者
の
守
直
帽
に
立
っ
た
待
政
を

進
め
て
い
く
が
、
箆
E
に
お
い
て
も
、

市
民
平
梢
園
者
の
利
益
を
守
る
た

め、
A

『種

ts、
珊
極
的
な
岩
動
を

幌
切
で
い
た
だ
き
た
い
」
介
あ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
h
~
。

輔
野
大
阪
市
金
曜
畏
も
埠
穆
に
立

「
益
々
、
堅
異
な
言
動
を
展
開
、
よ
的
吾

〈水晦日 〉

昭
和
二
十
年
十
旦
吉

(g

a時
々
雨

今
日
は
じ
め
て
生
家
内
ニ
童
夜

間
童
(
昨
⑦
)
を
屡
号
、
夕
食
に

掴
飯
を
炊
き
い
よ
い
よ
昔
か
ら
の

掴
厳
と
云
ふ
も
の
の
司
壬
示
味
を
知

る
。
有
離
い
こ
と
な
り
。

午
前
、
甘
轄
の
配
桔
(
一
人
三

買
)
あ
り
。
今
日
の
は
良
置
な
り
。

午
後
、
間
相
母
蛍
御
出
に
な
り
た

る
も
、
仁
は
し
き
持
約
十
分
間
、

教
へ
申
し
た
る
ば
か
り
。
輯
蛙
製

品
包
醍
柏
あ
る
為
、
世
ハ
宣
車
宅
に

ゆ
宍
計
量
書
を
聖
伝
す
る
。

睦
は
り
た
る
は
四
時
半
頃
な
り
。

川
白
軍
の
明
君
、
昨
夜
七
時
四

十
五
分
遂
に
永
眠
さ
れ
十
文
面
。

眠
に
お
聞
の
曹
に
て
、
瞬
鼎
く
な

る
。
主
人
相
通
夜
に
ゆ
か
る
。
己

の
問
、
首
相
原
家
宇
前
閥
、
捜
吾

氏
も
居
ら
れ
久
し
ぶ
り
に
実
ふ
。

(
方
言
の
話
に
で
)
足
袋
(
ア
ン

プ
ク
ロ
)
・
胴
υ
ば
E
」
は
既
引

の
と
と
な
円
兵
』
。
慣
用
組
合
間
企

欄
閉
山
涯
り
て
中
訟
向
か
へ
る
。

十
月
三
百
(
ホ
)
時
々
山
雨
後

晴
大
函
夫
人
軒
続
ひ
、
川
曲
家
を

肪
問
、
畑
山
焼
香
し
て
か
へ
る
も
か
つ

て
定
存
(
注
②
)
亭
英
び
し
自
の

事
ど
も
一
思
ひ
出
さ
る
。

'
主
人
、
岨
畳
と
レ
干
桑
田
咽
づ

り
の
お
重
を
な
さ
る
。

に
あ
っ
て
毎
日
皇
腫
と
、
そ

れ
に
も
ま
さ
る
飢
醜
の
来
駆
と、

郷
愁
を
暗
み
己
え
で
の
暗
闘
に
、

疲
労
し
切
っ
た
で
あ
邑
亥
J
。
し
か

も
本
土
に
居
る
軍
部
白
構
畢
、
あ

ち
ゆ
る
物
質
を
か
っ
ぱ
ち
っ
て
閣

売
り
し
た
と
か
、
早
め
他
聞
く
に

た
へ
ぬ
事
件
が
我
々
の
言
を
苧
串

一
食
は
代
用
食

て
ゐ
る
。
そ
の
人
々
は
奇
悌
仲
し

切
っ
て
か
へ
っ
て
来
吾
被
専
に
対

し
何
と
て
院
び
る
で
あ
A
亥Jo

町
会
開
と
世
代
の
徴
収
を
な
し

午
前
申
帯
垣
間
す
。

午
桂
、
町
会
に
届
貯
、
同
時
に

〆

持純一一
役
員
改
選
な
ど

軒
世
直
曜
の
前
需
努
を
申
帽
し
で

か
へ
る
よ
丈
の
雲
少
U
で
も

省
か
ん
も
の
井
丙
心
欄
男
録
、

夕
刻
か
へ
ち
れ
た
士
丈
は
「
余
計

な
事
を
心
た
。
県
め
た
葦
た
し

て
置
け
ぷ
よ
か
っ
た
の
に
」
と
一

喝
さ
れ
た
の
に
は
、
あ
き
れ
て
物

も
云
へ
な
か
っ
た
。

ど
と
ま
で
女
性
は
忍
従
の
牛
語

に
甘
ん
ず
杭
ば
よ
い
の
か
。
我
失

を
以
て
、
義
国
男
性
を
批
判
す
る

の
は
室
が
と
思
京
、

樹
畢
の

鹿
市
容
を
醐
盟
逗
し
て
果
た
の
は
た

し
か
に
男
性
で
あ
っ
た
。
今
ま
で

は
ぎ
£
全
長
新
日
本
発
足

の
奇
自
に
於
で
、
自
白
の
存
穫
も

主
彊
さ
せ
な
い
男
性
に
対
し
て

大
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つ
い
に
一

昼
近
く
柏
崎
夫
人
掴
高
時
間
↓
曹

は
棺
て
一
相
手
の
間
持
に
な
っ
て
見

よ
」
と
云
ふ
事
に
つ
き
お
詰
あ
ひ

軒
子
る
。
何
時
も
し
っ
か
り
し
た

聞
置
昆
で
あ
る
。

胡
瓜
掛
り
雲
冗
7
0
夕
刻
、
壇

曾
よ
り
出
し
た
る
院
に
つ
き
、
哩

々
湿
り
あ
ふ
。

O
メ
レ
ヨ
ン
圃
よ
円
帰
還
せ
レ

部
融
畏
の
曹
は
、
異
に
我
々
を
し

て
泣
か
し
め
る
に
十
分
で
あ
る
。

昨
年
四
月
以
来
的
一
年
五
ヶ
月

間
、
彼
等
は
輸
単
の
杜
絶
r

一え
た
卓

に
」
》
包
叫
べ
た
。

総
合
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
事

揖
報
告
、
回
収
支
決
庫
報
告
、
昭
和

六
十
年
度
層
推
計
圃
(
草
)
、
問
収
支

予
庫
(
軍
)
の
眠
明
が
仔
わ
れ
、

調

曙
一
致
で
軍
慰
さ
れ
た
。

組
担
ハ
十
年
度
露
は
、

R
2

お
り
。マ
名
費
百
甚
大
島
靖
大
阪
市
長

マ
名
奮
闘
聞
西
尾
定
借
穴
阪
市
助

役
マ
会
畳
慣
掻
正
子
大
阪
市
出

革

命

禄

量

全

蓑

マ

聖

軍
大
林
志
曜
大
阪
市
母
と
子
の
共

慰
霊
星
マ
聞
神
田
撃
参
大

竪
+
婦
連
盟
会
畏
高
任
理
事

中
川
久
子
大
阪
母
性
ク
ラ
ブ
告
畏

マ
間
清
水
一
翌
夫
阪
豆
腐
喜

市
政
会
畏
マ
岡
山
田
態
T
聞
西

梢
賢
研
究
室
会
畏
、
刷
噌

主
く
い
か
な
か
っ
た
。
聞
曹
児
と
壇
の
人
々
に
頼
主
義
、
文
字
通
り
(
「
み
ん
な
の
お

E
H襲
閉

し
て
は
軽
い
方
だ
が
、
生
事
が
由
わ
一

Haん
な
の
白
u

と
し
て
担
を
お
ろ

一
港
北
区
太
尾
町
二
六
五

世
O
四
五

な
か
っ
た
占
ぺ
お
ち
己
ん
で
い
一
し
た
ま
品
、
丁
五
四
四
l
閉
O
二
一
)

ざ
天
。
望
書
室
一輔
自
転
車
に
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー

も
う
ま
く
蝿
れ
な
か
っ
た
。
今
は
、
一

自
転
車
を
ス
イ
ス
イ

6
2大一
女

性

作

家

7
人
が

さ
な
声
で
畏
い
、
融
に
も
ア
イ
ソ
が
一

!

;

(

S

-

P

;

ー

，

f

点
。
断
言
事
だ
が
ふ
喜
一

辺

地

に

本

を

送

る

会

を
使
γ

え
ば
い
い
と
い
う
と
と
も
蝿
え
一

ι
1

i
d

-
-

た

。

臥

一

本

と

関

り

の

雪

仕

事

を

し

で

い

一

一

一

土

貧

富

=

干

百

ま

雫

暁

「
み
ん
掠
め
書
に
来
て
一
番
ラ
一
受
益
作
客

E
X
R
「
へ
き
地
一
谷
雲
百
両
吉
本
吉
で
開
か
れ
る

れ
し
い
己
毒
害
事
い
っ
ぱ
い
一
へ
Z
事
奪
還
愛
事
結
成
、
土
照
明
)
。
こ
れ
は
、
乙
の
ほ
ど
聞

で
き
た
と
占
」
当
り
前
の
一
人
の
人
一
言
語

2
kも
に
草
奪
事
遭
動
一
名
の
草
山
市
大
月
'
E
か
巴
出
辰
さ
れ

聞
と
し
で
筆
」
て
い
る
と
い
う
昌
び
一
を
は
じ
め
h
河
本
車
も
な
く
図
書
館
一
茶
家
程
念
し
た
も
の
方
展
覧
A

豊
中

が
自
然
に
蓋
に
な
る
。
一
も
な
く
、
妻
悪
事
玄
じ
め
一
に
宴
山
自
警
型
車
襲
害

前
は
白
咽
日
を
休
日
に
し
て
い
た
一
出
苦
れ
て
い
る
平
ル
」
も
た
ち
に
本
を
一
木
昭
久
匡
の
あ
や
と
り
興
援
指
揮
が

嵩

外

市

民

活

動

情

報

セ

ン

タ

ー

一

グ

ル

ー

プ

。

し

か

し

、

舎

は

運

動

一

い

方

向

に

す

べ

き

だ

し

、

困

離

を

寛

一

特

に

、

写

生

さ

ん

は

、

公

留

が

、

事

多

く

、

ま

た

仕

入

れ

の

都

一

送

雪

互

い

う

覇

。

支

の

章

一

君

。

(

I

C

F

C

)

で

は

、

品

ほ

ど

、

一

の

方

向

を

費

量

者

福

利

に

一

服

し

て

い

が

な

口

れ

ば

な

是

い

」

一

告

E

E

号

、

多

国

型

警

合

で

、

体

む

わ

け

に

い

か

な

い

と

旦

は

、

葉

か

ん

子

(

児

要

学

研

究

一

「

章

、

支

英

霊

」

首

フ

ィ

リ

ピ

ン

迫

害

事

室

(

K

亙

安

置

い

た

覇

を

し

て

い

主

一

幸

っ

ぱ

り

雪

。

一

め

ぐ

る

闘

望

望

者

置

厳

重

曜

の

午

前

中

だ

け

が

車

o

E

4

1

一

軍

〕

、

議

智

子

(

事

)

、

喜

一

言

、

習

(

日

)

、

習

S、

M

P

I

〉

童

の

、

ジ

ュ

リ

!

ア

一

い

う

。

、

一

K

M

P

ー

が

、

憎

悪

霊

し

で

一

唱

で

観

く

メ

ス

を

ふ

雪

。

現

在

も

、

時

か

呈

ハ

時

ま

で

の

7

ル

回

転

日

比

。

一

恵

子

(

作

き

、

昔

懐

(

露

軍

)

、

一

午

睡

一

時

。

「

責

と

Z

ゑ

漏

マ
ル
ゴ
亨
ん
と
霊
堂
待
っ
た
。
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
マ
ル
コ
ス
・
フ
一
梢
費
者
に
呼
び
か
り
て
い
る
覇
に
一
番
暗
中
績
の
一
霊
不
正
に
か
完
一

M

型
炉
事
っ
て
、
E
Z
一
駒
尺
翼
(
法
政
大
摺
旬
、
豊
一
週
」
百
(
土
)
習
(
月
)
自
主

己

の

悪

意

、

ァ

マ

ル

ゴ

さ

ん

一

ァ

ミ

?

が

、

政

出

、

壁

、

軍

事

一

時

斡

ミ

ル

ク

、

危

聖

書

原

発

一

だ

リ

サ

ー

チ

を

じ

て

お

り

、

分

事

一

し

て

=

一

言

方

自

売

れ

る

。

「

普

通

一

望

フ

Yラ
イ
タ
ー
話
興
作
一
室
一
苛

ド伝子ク持
M
r

一
予
言
肘
諮
問
吉
詳
幻
自
切
れ
れ
院
一
日
将
司

i
pぃ一

幌

延
一
言
語
山
内
一
六
川
目
立
町
長
一
長
時
」

3
却

の
。
一
ろ
。
し
か
も
、
銀
行
室
利
が
四
七
一
問
題
室
、
現
に
重
言
、
一
政
拍
車
は
、
喜
重
量
る
た
一
き
り
な
し
に
通
更
が
適
否
。
己
の
一
つ
で
も
号
え
な
い
と
と
住
民
対
し
て
一
品
、
E
量
著
書
じ
ゃ
な
一
号
)
は
事
着
へ
直
臨
常

一

フ
ィ
リ
ピ
、
手
の
、
梢
園
者
章
一
宅
イ
ン
フ
レ
草
み
、
地
方
の
一
言
ン
ク
・
フ
l
ド
奪
め
て
一
め
の
こ
と
は
言
な
い
が
、
い
つ
ま
一
週
の
先
に
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
た
め
一
闘
っ
た
「
末
吉
中

・

2
の
金
」
く
て
覇
気
壊
の
た
ま
易
一
事
務
周
ミ
ズ
デ
ー
タ
バ
ン
ク
東
一

婦

人

問

題

講

座

の
取
品
み
、
男
震
に
つ
い
て
、
一
人
た
事
隼
置
は
積
U

く
、
暗
号
も
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ン
ゴ

・
ジ
ュ
ー
ス
一
で
も
、
今
の
去
重
視
は
間
か
な
一
環
器
の
大
宮
駅
で
下
り
、
大
一
で
、
ま
E
，
地
の
利
幸
占
め
た
M

一
と
い
う
グ
ル
ー
プ
一
が
あ
り
、
己
の
三
一
の
ま
義
じ
で
、
大
簡
で
ゴ
チ
ャ
一
悪
事
区
神
童
六
l
二
八
中
一

悪

事

基

著

書

屈
を
聞
い
た
。
一
の
に
も
事
欠
く
と
い
う
ほ
ど
の
園
笠
蓄
を
J
、
空
ル
ク
よ
り
、
母
乳
一
い
だ
雪
4
室
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
一
通
り
か
ら
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
と
こ
一
軍
と
い
え
雪
。
だ
か
ら
、
事
一
者
の
出
合
か
民
完
な
の
お
白
」
一
ゴ
チ
ょ
っ

τま
す
か
宍
分
配
金
一
号
室
。
一
五
O
E
-
-
一
六
九
l
一
(
酎
〉
日
妻
子
草
書
告
で

ア
マ
ル
ゴ
苧
ん
が
金
星
を
し
て
い
一
事
喜
奇
問
聞
は
多
い
の
に
、
豆
町
は
一
を
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
伝
統
的
な
警
官
一
プ
炉
型
ロ
れ
れ
ば
、
必
ず
よ
い
密
化
一
ろ
。
電
車
。
音
の
聞
こ
え
童
話
と
一
暇
な
し
に
監
か
が
哀
の
ぞ
く
。
客
一
が
宰
事
れ
て
い
る
l
。
一
は
莞
ι
雨
間
三
百
円
く
ち
い
レ
か
一
七
六
五

Q

Z

、
土
言
、
蝿
人
問
題
晴
座
を
開

雫
K
M
P
I
は
、
主
主
、
商
一
や
り
に
く
い
。
一
使
お
う
、
周
子
力
発
電
所
に
反
対
し
一
が
あ
る
は
ず
」
と
ア
マ
ル
ゴ
充
。
一
と
ろ
に
こ
の
臨
は
あ
る
も
「
み
ん
な
一
と
話
界
の
金
吾
が
に
ぎ
や
か
に
一
「
品
ん
な
の
お
告
の
メ
ン
バ
ー
一
な
く
て
=
・
。
」
一
日

2

日

Haz--テ
!
?
は
、
「
，
平
和
教
育
と

晶
テ

2ま
に
重
し
で
い
る
一
そ
れ
で
も
「
雪
量
管
一
考
古
l
e
t
c
o
一
の
お
届
」
と
薗
い
た
在
」
一
重
一
つ
づ
く
。
闘
い
に
来
た
憎
悪
そ
一
で
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も
の
て
」
の
量
供
で
も
直
平
去
を
一

子
育
て
の

一
国
際
書
ヒ
ロ
シ
マ
季
語

て
一
瞬
と
い
う
小
喜
。

Eま
っ

一
安
幸
集
室
手
伝
っ
た
り
と
に
一
央
官
君
。
指
定

45一
睡
ち
ゃ
告
と
て
を
J
れ
し
い
。
一

ポ
イ
ン
ト

一
を
遇
し
で
」
。
揮
は
日
本
Y
W
C

一
白
な
ペ
ン
キ
が
護
。
毒
瞬
り
に
一
か
く
高
し
宝
石
の
弓
一
く
安
い
H

家

置

で

暗

り

て

い

亭

1

。

一

「

月

千

完

円

に

は

な

る

で

し

一

一

A
童

・
渡
辺
直
さ
ん
。

一
口

H

0

3

一

こ
の
位
置
に
五
辱
ほ
戸
箭
玄
ヴ
一
説
宣
'
は
、
六
人
ほ
ど
霊
一
ょ
。
ま
だ
輯
が
か
り
で
一
、
皇
で
き
一
回
千
里
間
車
座
「
あ
ん
な
時
一

マ
日
時
:
七
月
十
=
百
(
土
)
午

一

軍
横
幅
大
富
山
駅
が
ら
一
分

一
イ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
霞
輔
の
辰
売
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¥

千

吋

1
1い
U

h¥

口

t

v

¥

¥

i

j

l

i

l

l

j

¥

尽
齢
、

Z
，γ

平

イ

モ

¥

「

¥

¥

一

i

l

i

l

i

-

-

や
ま
思
周
囲
に
い
草
で

h
h
/嵐
三

氏

仰

い

詞

z

W

1

I

A

T

-

-

-

自
分
た
ち
も
飢
聞
棉
よ
ス
レ
ス
レ
の

ミ

f

J

i

J

¥

寸

-

~

j

t

h

a

・

選
挙
委
書
し
た
も
の
の
、
人
位
置
に
生
き
で
い
る
。
し
か
し
、
女

プ

ι
aケ
¥

、

、

て

4

1

J

F

¥

可
l

1

A

つl
/

d

F

々
は
飢

-2たち
は
台
所
富
圃
た
ち
の
書
姪
菩
生
苫
と
じ
て

-
J
¥
竹
L
¥ミ
r

u

f

¥

/

(

、
I

l

l

l

L

」

目

立
の
書
史
語
る
皇
、
捕
人
報
を
障
問
先
で
聞
い
た
市
川
震
費
量
語
れ
て
い
弓
少
し
も
敵
埋
葬
警
y
患
っ
・

吋

'

:

ソ
f

〈

{

『

¥

l

i

l

i

-

-

4

善
一
政
帽
書
室
き
に
す
る
と
在
、
は
、
Z
と
た
ん
「
己
主
捕
人
審
「
立
に
一
瞬
く
れ
る
」
と
い
う
の
て
こ
な
い
。
…

刊

ヨ

一

¥

¥

/

で
き
な
い
。
日
本
女
性
市
初
め
て
選
政
槽
は
費
現
す
る
」
と
直
感
し
た
と
を
、
「
女
に

一
偉
く
れ
る
」
と
聞
き

.

f

¥

、

¥

¥

u

n

/

I

l

l

1

1

!

、

時

サ
ザ
工
さ
ん
さ

つ
そ

う

i
「

ぐ

¥

J

N

i

l

-

-

/

「
司

事
帽
を
行
使
し
た
の
は
一
九
四
六
い
う
。
理
王
、
芋
の
特
配
か
と
思
マ
て
腕
り

仁

ぐ

¥

、

冷

J

l

v

年
。
こ
宏
軍
関
蝿
人
新
聞
の
劃
刊
も
僅
か
ナ
日
の
ち
の
八
月
二
五
日
、
よ
か
っ
た
、
と
い
う
笑
い
括
色
白
え
夏
り
あ
る
日
の
こ
と
だ
か
ち
、
も
/
大

¥

。

d

i

l

~

ま
た
、
お
そ
Aξ
一
軸
後
の
女
性
解
放
市
川
は
阜
く
も
襲
対
関
蝿
人
霊
園
ち
れ
て
い
る
。
だ
が
、
肌
正
白
中
に
う
声
一
回
の
襲
撃
は
時
わ
っ
た
あ
/

f

i

l

l

-

-

1

1

J

1

1

1

1

1

1

¥

'

の
車
明
車
中
で
費
害
た
に
遣
い
5
5
Z
け
て
い
る
。
曹
も
か
か
写
、
帰
人
章
一
室
長
語
、
サ
ザ
エ
充
電

-

/

¥

L

-

奇
童
示
い
。

政
帽
付
与
に
よ
る
女
性
の
解
放
は
、
現
に
畢
徴
さ
れ
る
女
性
の
地
位
向
よ
そ
っ
と
町
の
「
男
女
同
橿
主
つ
争
ん

g

-

-

ー

帽

人

事

政

植

を

「

マ

ッ

カ

1

サ

ー

か

り

が

す

る

明

置

が

あ

る

。

応

軍

と

す

れ

ば

鈍

」

に

な

る

の

を

+

た

車

買

力
ッ
ト
は
杉
原
豊
富
圭
¢
九

E
Bっ
た
」
E
E
に
曹

r、
L
t、
・

》

3

A

A

'

』

土

-

、

は
い
う
」
己
で
感
じ
取
れ
る
E
E
な
い
だ
3
o

i

l

i

-

-

1

3

2
堅持

女
M
H
L
ち
早
く
反
応

警
告
:
i
i
h一段白書

色
、
す
で
に
明
治
初
年
の
自
由
民
帽

-

d

a

i
l
-

-

-

-

J

B

E

E

F

は
雪
が
、
あ
く
ま
で
も
個
人

-g意
前
臣
、
田
の
己
と
事
い
た
が
、
榊
し
そ
う
令
へ
そ
れ
か
ら
は
払
民
あ

車
場
を
号
、
演
壇
が
ち
婦
人

}

1

1

志
に
よ
る
審
加
で
あ
る
。
そ
e
t
J
初
期
の
選
事
で
票
話
っ
た
こ
急
車
、
民
に
ず
る
の
之
穿

E

諸
日
時
打
持
詰

あ
の
新
鮮
さ
再
び
政
治
ヘ

日
照
時
訪
問
r
U
吋
諮
問
刊
誌
日
立
時
間
訪
日
、
つ
臼

正

に

は

い

っ

て

か

ら

は

欄

濁

揖

閣

直

に

は

酵

し

く

な

っ

で

レ

ま

っ

て

い

体

制

帽

「

ぷ

娯

り

士

鶏

だ

っ

た

が

、

投

ま

之

、

動
は
全
国
的
な
ひ
ろ
が
り
を
示
し
マ
ヅ
カ
1
サ
1
の
指
骨
に
は
違
い
な
は
、
と
く
に
女
性
た
ち
に
新
鮮
な
シ
木
曽
」
へ
出
か
け
る
。
そ
し
手
渦
員
人
々
が
書
加
レ
て
い
る
。
現
在
の
よ
る
。
曜
に
だ
り
は
、
お
そ
ら
く
一
妻
遁
と
辛
口
の
慢
が
ほ
ん
去
る
一
母

た
む

い
か
、
先
躍
の
宜
性
た
ち
に
よ
る
適
ヨ
γ
ク
を
由
っ
て
迎
え
一
己
れ
た
よ
う
の
男
女
聴
東
署
前
こ
「
男
性
よ
、
女
う
こ
学
校
の
規
則
で
禁
止
事
項
が
香
し
で
ま
と
ん
Y
皆
勤
レ
た
は
ず
匂
の
翼
僅
芦
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

、

、

J

、

Je

、

鈍
化
し
た
社
会
関
心

職
き
は
ほ
充
Y
患
の
極
主
動
の
足
跡
が
し
っ
か

2
刻
ま
れ
て
だ
。
理
屈
警
に
庶
民
の
そ
の
と
き
草

p雪
4
9
へ
し
」
猛
撃
し
中
て
、

4
・
中

・

高

撃

ほ

時

局

間

一

回

の

亜

紀

制

の

と

き

だ

っ

が

、

社

高

話

平

凡

以

乍

め

田

を

宮
れ
て
い
語
、
轄
撃
の
女
性
い
る
軍
を
暴
と
し
て
は
な
主
主
量
望
と
く
に
主
狸
J

イ
急
で
あ
る

J
b」
で
草
し
ろ
い
車
問
調
会
主
聞
き
に
い
り
る
も
，
「
歯
す
り
ゃ
樫
と
い

2
」
一
在
%
「
お
母
君
主
君
主
の
し
て
「
怠
弥
一
安
に
」
弁
量

た
ち
の
対
応
は
阜
か
っ
弓
躍
の
い
。
ド
か
ら
え
が
き
つ
づ
け
た
マ
ン
ガ
の
は
、
主
人
公
以
上
に
棄
の
盛
か
の
だ
歪
J
か
。
あ
え
て
革
告
れ
て
が
あ
る
が
、
初
期
の
サ
ザ
エ
完
の
人
に
入
れ
る
わ
。
で
も
、
一
人
ぐ
ら
の
代
理
を
盟
会
逗
雪
正
し
た
あ

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
。
融
輔
の
翌
年
の
れ
方
弓
「
問
主
開
祖
」
と
い
う
が
い
な
い
と
し
て
も
、
受
験
勉
強
と
闘
牛
癌
は
、
客
車
安

S
Y瓦
底
の
貰
い
は
開
の
人
を
書
い
て
も
い
い
と
恩
の
己
高
め
宜
の
患
い
は
、
い
つ
ロ
ろ

一
九
四
六
年
、
い
み
じ
く
も
女
性
曹
己
れ
室
芳
し
で
女
挺
山
四
期
重
く
一
的
レ
ジ
ャ
ー
情
朝
に
追
わ
れ
号
奇

k
cに
あ

る

。

し

か

し

、

一

季

を

う

」

か

ら

…

問

え

て

レ

ま

っ

た

の

だ

ろ

う

議
行
使
の
年
か
ら
薪
閣
議
が
拍
受
E
め
た
事
柄
で
き
J
O
し
か
の
若
い
器
、
た
と
え
ば
国
語
去
に
対
し
て
接
し
て
証
言
、
単
罰
に
な
っ
て
か
;
。
害
者
側
の
夜
化
も
あ
っ
た

占
っ
て
い
る
。
当
時
の
マ
ン
ガ
を
ま
し
襲
の
八
i
九
割
は
男
性
で
あ
人
の
十
年
の
霊
会
に
書
加
す
る
聞
で
は
な
く
、
車
に
つ
定
「
当
事
司
両
か
に
つ
日
て
「
拍
田
揮
は
宜
と
恩
判
所
、
ゃ
っ
一
度
、
女
性
の
代

と
め
た
単
行
本
で
見
E
し
て
み
る
吾
、
一
方
で
セ
1
-
7
l
胞
と
お
ぼ
し
分
の
ゆ
と
泉
信
っ
て
い
ゑ
f末
害
者
」
と
じ
て
対
応
し
て
い
る
ま
J
に
だ
か
ら
女
に
入
れ
る
」
台
墨
田
町
初
妻
板
惜
の
噛
で
送
吾
一位
差
現
代

と
、
昭
和
一
δ
年

代

盟

十

の

葦

大

き

世

女

の

裂

も

あ

り

、

捕

の

カ

ツ

オ

か

。

見

え

吾

。

聞

の

己

ろ

は

加

腰

ン

ズ

エ

吉

ん

に

、

の

自

で

考

え

直

し

て

容

た

り

そ

の

公
は
、
な
ん
と
意
罰
軒
目
と
し
て
い
く
ん
か
と
も
思
わ
れ
る
少
年
の
盗
も
ま
た
、
雪
吾
の
中
に
時
サ
ザ
逆
に
現
在
の
豊
か
さ
の
中
有
価
そ
の
後
、
務
事
患
の
間
保
で
裡
虹
市
必
要
性
は
そ
れ
F
N
杭
、
国
直
婦
人
の

吾
」
と
か
。
竺
曹
、
第
二
替
の
中
島
り
、
女
性
の
援
が
少
な
い
こ
と
を
エ
さ
ん
が
樺
開
議
て
選
挙
の
応
人
の
開
力
感
と
益
事
監
へ

C
鈍
感
子
さ
ん
に
投
里
し
つ
づ
け
た
よ
う
十
年
の
虐
酌
の
中
で
イ
ヤ
と
い
う
ほ

で
、
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
引
揖
げ
者
障
り
ば
、
費
に
さ
ま
さ
差
年

{鮪 3種郵恒物認可!安帝 f、来*J!.n

'
一
棄
を

一
俵
と
思
い

シンポ一人生の軌跡

(美人長命・才女多忙〉

高齢化社会を ....・..……

ょくする女性の会

「
高
齢
化
益
田
雫
を
す
る
女
性

の
金
」
は
、
官
甘
月
十
四
日
(
土
)
閉

四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
異
人
皇
曲
、

才
女
多
虻
ll
人
申
あ
軌
野
」
を
東

京
有
黒
町
、
マ
リ
オ
ン

ur朝日
ホ

ー
ル
と
朝
日
ス
ク
エ
ア
で
開
三

開
一
部
は
午
桂
一
時
か
ち
四
時
革

ま
で
「
揖
人
畏
曲
、
才
女
多
忙
」
(
仮

題
)
。
拙
容
の
り
子
、
石
垣
瞳
子
、

岡
田
扇
子
、
加
盟
シ
ズ
エ
、
住
井
す

え
、
丸
岡
持
子
古
ん
と
、
い
ず
か
も

名
う
十
4
E
窒
を
レ
の
ぐ
パ
リ
パ
リ
現

役
の
慶
市
女
性
た
ち
が
パ
永
ラ
l
。

聞
事
は
由
耳
鼻
￥
走
。
霊

ゅ
ん
A
Yん
?
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な

り
手
え
品
、
。

粛
二
部
(
午
後
六
時
i
九
時
)
は

分
料
金
で
「
地
唱
で
老
い
を
支
え
る

た
め
汗
1
1
中
間
施
肢
の
聖
め
な

か
で
」
。
①
老
い
は
睦
が
ま
主

②
ポ
-
フ
ン
-
テ
ィ
ア
の
今
日
、
そ
し
て

明
国
③
い
ま
n
つ
い
の
す
み
車
H

を

考
え
る
の
云
一
分
料
金
が
あ
吾
、

申
し
込
み
は
七
月
二
十
五
日
ま

官、
。
参
加
園
舎
薗
干
円
、
非
金
周
干

墨
田
円
、
分
料
金
五
百
可

問
い
合
わ
せ
は
「
高
齢
作
妊
金
を

よ
く
す
る
女
性
の
金
」
。
新
宿
区
新

宿
ニ
l
九
l
一
軍
剖
宮
庭
M
l
八

O
二
宮
O
三
三
五
六
三
孟
六
回

(
月
、
水
、
金
)

~‘ 低下館

岬

U
$

〆National 
先
端
技
術
を
結
草
し
て
聞
く
科
学
万
憎
つ
く
ば
防

¥
屯
A

‘

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
古
代
と
出
会
う
f

抱

¥..../ 

ヂポ戸，

ノズ]レポ7-11'"

お掃除の知恵袋、ノズノレポケット。

その場で;サッとノスツνを

使いわけできますL

ありカをう似
dbyトワーク

光
と
音
と
花
火

の
夕
べ

ラ
イ
オ
ン
夏
ま
つ
り

ラ
イ
オ
ン
棋
式
全
社
は
、
北
方
圏

さ
っ
ぽ
ろ
園
開
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協

調
「
ラ
イ
オ
ン
夏
ま
つ
り
i
光
ル
量

介
花
火
の
夕
日
ヘ
」
酔
八
月
四
日
の
夜

(
午
種
六
時
半
〉
朴
幌
市
宙
開
駒
内
醜

授
帽
で
開
櫨
す
る

u弔
僧
目
、
八
月

五
B
H
O

鳴
物
、
司
蜘
泡
火
で
開
幕
。
ふ
つ

う
旦
花
火
大
舎
で
は
で
き
な
い
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
レ
ー
ザ
ー
光
晴
、

音
帯
、
開
明
帯
厳
々
の
什
餌
け
花
火

春
寒
え
子
、
演
出
す
る
。

しっかりと小さし、けれど;
く注意表示〉を記してあります

お中元は牢υコ自宅'J

化粧品をお使L、じなる時は、説明書tいっしょに

注意表示もぜひお読みくださし五

化粧品li肌に直接つりるものですから、資生堂

では安全性に細

しレ:力bか白し、~くのお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、 時には肌に合わないこtもあ

りま丸そのような時のために、資生堂では、容器、

箱、説明書、パンフレットなEに、いろも、ろな形で

大
阪
市
梢
園
生
活
合
理
化
協
会

一ま
く
牢
活
現
揖
は
、
至
事
と
Z
ろ
で
一
宇
呈
ー
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

(
事
止
玄
蚕
)
の
昭
契
十
年

一変
化
し
て
い
事
込
こ
れ
に
対
宇
一
と
苦
レ
セ

度
総
告
が
、
六
月
六
目
、
酉
区
北
堀

一吾
主
h
F
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
大
島
増
大
阪
市
畏
か
色
、
同
盟
吉

江
の
予
ち
文
化
ホ
l
ル
で
聞
か
れ

一
ま
た
、
今
牢
号
車
聖
子
1
7
一
に
対
し
「
里
健
闘
販
売
ク

屯

一に
、
高
齢
基
金
応
つ
い
玄
峯
習
、
一
レ
ジ
ッ
ト
講
習
ト
ラ
ブ
ル
、
情

開
会
完
一
幸
、
新
童
に
就
任

一昨
軍
に
引
義
吉
、
感
置
な
臨
版
一
朝
主
宜
、
高
齢
化
社
警
の
か
か

し
F
占
揮
建
E
墨
は
「
私
た
相
手
戸
り

一開
ト
ラ
ブ
ル
へ
一
わ
円
が
ち
、
閣
題
が
複
雑
、
寄
様
化

国釜~

恵子さん樋口

善
意
か
ら
巨
大
組
織

戦
争
に
組
込
ま
れ
る
過
程

C7jc踊IB)

一
は
な
い
か
。
h
h
ι
見
送
事
だ
け
で
な

一
く
持
茶
の
一
杯
も
あ
げ
た
い
。
曜
に

一や
か
ん
と
棚
敵
み
を
も
っ
て
出
た
お

一
ば
さ
ん
た
ち
の
車
什
皆
勤
は
H

き
れ

昭
和
七
年
、
大
阪
で
、
四
十
人
ほ
ど
一
い
車
d

で
す
草
す
、
他
の
団
障
に
な

の
士
痛
が
蝿
ま
っ
て
つ
く
っ
た
国
防
一
い
も
の
だ
っ
弓

晴
入
金
は
、
慣
原
の
火
の
ま
J
な
開
一
こ
れ
が
昭
相
九
年
の
室
豆
ロ圃
の

い
で
ひ
ろ
が
り
、
十
年
置
に
は

一
千
一
極
片
づ
け
車
仕
で
ま
た
ま
た
注
目
を

万
人
と
い
う
大
団
体
ル
忘
る
。
こ
れ
一
泊
び
、
か
っ
安
J
昔
、
た
寸
き
警
の

だ
け
の
大
盤
強
を
し
た
帽
入
団
体
一
国
防
蝿
人
会
は
一
世
を
回
開
ず
る
。

は
、
そ
れ
ま
で
も
そ
の
桂
も
な
か
っ
一
ま
こ
と
に
曽
軍
か
ら
の
尭
足
で
あ

1
I
l
l
l
1
1
1
1
1
l
」
り
、
今
ま
で
草
に
閉
じ
己
め
ら
れ
て

十
国

防

婦

人

会

一

ぃ

益

事

誕

奉

仕

μ

の
た
め

一
I
l
l
1
1

44

一
件
に
飛
び
出
せ
吾
と
い
う
曹
び
も
強

一

藤
井
忠
俊
著
一
か
っ
た
の
だ
号
つ
。
だ
が
、
立
た
ち

「
I
l
l
i
-
-
I
l
l
l
し
が
張
り
切
り
、
軍
の
あ
と
骨
し
で
組

た
し
、
不
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
を
貝
一輔
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
女
た

張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
れ
一
ち
の
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
と
、
戦

を

「国
防
捕
人
会
旧
家
」
と
い
う
一
争
へ
整
丈
、
軍
恩
義
へ
と

も
と
も
と
こ
れ
は
主
開
た
ち
の
、
一
定
あ
と
ら
れ
支
吋
く
。
銃
後
体

母
税
と
心
て
の
母
車
か
ら
自
開
発
生
一
制
H

同
国
完
盤
に
で
き
ょ
が
っ
玄
夕
、

的
に
空
っ
芯
自
動
で
あ
る
。
出
征
一
や
が
て
、
H

震
H

で
、
国
防
時
人
金
、

兵
士
は
大
阪
港
か
ら
出
て
行
く
3
兵
一
愛
国
購
入
金
、
連
合
蝿
人
告
示
問
自

障
に
と
ら
れ
て
H

噛
争
に
す
¥
の
に
、
一
さ
れ
た
と
章
、
主
主
事
す
る

見
送
り
も
な
く
て
は
か
わ
い
号
つ
で
一
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
国
婦
か
ら
椅

1985年 7月 10B i 3) 

え
て
い
る
句
。

極
め
て
情
静
に
、
事
実
帯
湿
り
起

こ
し
手
ゐ
配
搭
段
、
い
か
に
説

世
が
形
成
H

さ
れ
て
い
っ
た
か
、
そ

の
こ
わ
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
右
傾
化
、

逆
コ
ー
ス
が
懸
念
さ
れ
る
い
ま
、
昭

和
初
年
の
酌
さ
を
知
る
こ
と
は
巷
噌

図
書
館
の
街
浦
安

あ
る
は
丈
h
T
1
L
』
。
だ
が
、
今
一
あ
る
い
は
、
あ
の
噛
争
は
自
分
に
と

ま
で
か
な
り
の
M

自
分
史
ユ
迄
づ
一
っ
て
y
x
J
い
主
官
目
だ
っ
た
か
が
迫

廿

5
れ
た
も
の
を
畏
街
、
議
い
一
っ
て
己
な
い
と
、
前
む
も
の
義
嗣

出
の
配
n

を
こ
が
ち
が
う
か
判
然
吉
せ
な
い
と
雪
が
l
。

た
と
と
、
町
入
の
新
住
民
が
多
く
、
一
と
し
な
か
っ
↑
%
た
だ
の
概
行
で
一
こ
の
中
で
面
白
か
っ
た
の
は
『
親

子
供
が
多
い
こ
と
。
そ
ん
な
と
お
一
，
自
分

F
と
い
う
の
な
ち
三
時
一
父
の
火
、
父
の
火
、
私
の
控
室

蘭
異
的
瞳
出
車
の
直
に
あ
る
が
、
同
一
の
な
い
己
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。
辺
一
本
キ
ミ
子
亨
ん
と
「
軸
岳
を
知
っ
て

と
い
つ
で
も
京
事
な
の
は
噛
固
だ
と
一
見
氏
の
あ
と
が
き
に
よ
る
と
「
'
く
一
い
る
父
の
手
紙
、
母
の
手
紙
」
の
弘

い
う
こ
と
叩
よ
く
わ
か
る
。
一
と
い
う
作
望
通
し
て
童
会
与
つ
一
国
語
さ
ん
。
松
杢
え
は
、
一
人

文
章
も
わ
か
り
や
す
く
て
よ
い
。
一
め
な
拍
し
」
「
白
骨
め
生
き
で
き
た
一
だ
貯
ダ
イ
レ
ク
ト
に
軸
争
を
描
か

案
提
社
雪
百
円
)
一
時
間
軒
整
理
」
し
、
「
一
人
ひ
と
り
一
ず
、
£
舗
げ
ん
か
e

を
置
い
%

i

l

一
が
生
き
て
き
た
時
代
と
向
い
あ
う
」
一
手
己
か
民
す
す
ん
で
、
北
海
道
の
山

る

文

一

早

も

一

E

E

事

量

突

き

一の
中
で
一
宵
っ
た

自

↑

祖

父

宮

一
七
耐

一

ご
凡
。
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
グ
自
分
史
γ

一父
へ
と
う
け
つ
ぐ
n
血
み
掻
い
た
。

ち
M

の

」

み

こ

み

一
長
文
の
章
、
と
屈
っ
ち
一
弘
固
さ
ん
は
噛
世
の
障
害
ふ
れ
五

-

一

J

一

一
し
か
し
、
感
愈
な
が
ち
と
と
に
出
一
唱
を
知
ら
な
い
。
軸
争
体
験
な
μ
這

と
れ
拡
立
川
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
一
て
い
る
た
く
亨
ん
の
，
自
分
史
N

を一

ηる
わ
け
な
い
、
と
思
い
な
す
同
交

自
室
グ
与
J
(
間
師
辺
見
じ
ゅ

一空
突
き
に
も
体
験
紀
宮
一
一
母
に
頼
む
と
、
思
い
が
宇
都
厚
い

ん
長
)
の
，
語
界
で
き
。

一ま
み
出
て
い
る
μ
ほ
思
季
、
誠

一需
用
紙
の
東
が
居
合
司
短
い

在
、
い
童
福
の
よ
う
に
い
事
蒜
つ
め
な
予
て
い
壱
雪
一
出
で
も
、
父
と
母
と
で
は
伊
き

わ
れ
る
ρ
自
室
'
長
男
雪
、
百
恵
え
な
い
の
で
あ
る
。
暗
雲
空
宗
っ
さ
」
ろ
か
聞
白
い
。
そ
し
で

と
い
う
と
と
を
か
ね
て
考
え
て
い

一り
つ
ぐ
己
と
は
大
切
だ
と
は
思
う
一
揮
者
が
「
今
度
軸
吾
参
子
る
の
も
、

た
。
単
な
る
コ
ヲ
円
芳
や
作
文
で
は

一が
、
た
だ
己
わ
か
っ
た
、
ひ
も
じ
か
っ
一
君
凡
な
」
と
恩
つ
え
九
り
は
グ
サ
ッ

あ
畳
広
い

ι少
な
宗
と
も
H

担
M

と

一た
と
い
う
臣
で
は
仕
方
な
い
と
思
一
と
高
吾
も
の
が
あ
る
。

-
iF
1

↓

一

い
う
以
上
、
五
客
観
的
時
静
な
も
の
で
一
う
。あ
の
職
事
か
な
ん
で
あ
っ
た
か
、
一
(
深
夜
圃
膏
社
千
五
百
円
)

・
・
・
2
・
・
・
・

n情
司
e
-
圃
園
田
園
E
E哩
閉
晶
E
晶
画
・

争
の
む
ご
た
ら
し
い
フ
ィ
ル
ム
だ
け

m
M
a
画
・
・
胴
制
'

A'F

岨
H
ν

札
圃
H
M
岨
田
剛
院

で
な
く
、
教
科
-
ゃ
、
眠
前
の
教
育

‘
ト
必
阻
掴
掴
t

一

g
a
m前
山

闘

闘

の
イ
ラ
ス
ト
で
、
な
す
」
ん
な
と
と

-
a
甲
，
.
，
唱
由
劃
ー
一
樹
u
m
時
言
吋
ぽ
m
阿
羽
掴

に
な
っ
て
行
っ
た
か
が
は
っ
き
り
わ

国£
置
圃
・

ih

-

-a

R

証
明
伺
糟
圃
か
り
、
感
動
的
な
画
面
に
な
っ
て
い

F

E

盟

関

u

・

・

、
白

崎

町

田

ヨ

国

吾、

E
E
m時
町

河

当

時

腿

圏

企
画
、
罪
集
月
書
、
日
本

型
g・
・

圏

一一

mAR凶
τ韓
国

国

事
一
ュ
l
ス
。

園
田
町
，
圃
・
・
E
-
E胴
一

P

M

l

!

日

園調
E
E園
居
間

一
部
八
十
コ
マ
、
十
八
分
。

-一部

副
白
圃
a
t-
-E
rpi
E圏

七
十
三
コマ、

r主
主

ッ

ト

τ弓
了
が
で
き
て
文
踊
生
活
葉
し
一
「
日
本
ヨ
イ
国
キ
ヨ
イ
園
」
と
国
一
テ
1
7
y
ナ
リ
オ
つ
竜
一
一巻
セ
少

一

竺
部
は
「
圃
の
中
の
王
と
も
た
一
め
る
事
つ
に
昔
、
明
る
い
曹
ち
し
↑
仲
士
義
を
叩
き
こ
ま
れ
、
王
国
あ
た

一
ト
で
定
価
三
万
円

一ち」

。
昭
和
の
は
じ
め
か
ち
昭
和
十
一
へ
の
期
待
が
見
え
た
大
正
末
期
か
ち
一
め
に
由
帯
憶
し
牢
乎
死
由
E
示
、

一
フ
ィ
ル
ム
は
凶
ひ
と
コ
マ
ス
ラ
イ

一六
阜
、
太
平
停
職
事
掬
抽
前
ま
で
。一

昭
和
制
覇
J
し
か
し
明
治
以
来
の
富
一
員
し
い
こ
ル
注
意
え
一
色
耗
て
襲
P
ょ
一
ド
用
耐
オ
1
ト
ス
ラ
イ
ド
用

(
口
l

一間
二
部
は
「
噛
火
の
中
の
平
れ
ど
も
た
一国
喧
真
・
軍
恩
士
十
曜
は
少
P
」
ま
る
と
一
か
っ
た
日
本
人
ー
ー
。
ぞ
の
体
質
が
、

一ル
眠
タ
テ
送
り
)
m
u
李
動
式
ス
ラ
イ

大
月
置
庖
は
、
己
の
ほ
ど
昨
年
出

一ガ
ゃ
，
イ
ラ
ス
ト
、
新
し
く
入
手
し
た
一
ち
」
点
平
洋
軸
暑
の
は
じ
め
か
ち
時
一
己
民
老
却
問
ず
、

一
九
三一

牢
(回
一
戦
争
の
広
大
へ
広
大
へ
と
つ
な
が

一ド
用

(
ロ
ー
ル
版
ヨ
コ
送
り
)
の
三

眠
し
て
好
評
だ
っ
た
「
子
ど
も
た
ち

写
真
草
号
、
ス
ラ
イ
ド

「平

ど

高

等
。

一

和
六
豆
一
顎
事
変
か
ら
、
十
五
一
り
、
仲
帽
の
悲
劇
、
大
空
園
、
原
理

一週
り
あ
り
霊
で
き
る
b

の
昭
忽
さ
の
中
の
専
属
に
、
マ
ン

一も
た
ち
の
昭
相
史
」
全
二
重
完
成
一

ラ
ジ
オ
蓄
性
た
り
、
ト
!
三
年
輔
君
事
に
入
っ
言
、
T
!
み
じ
め
な
融
噛
を
迎

rz。噛

に
な
り
、
間
重
な
一
冊
で
あ
る
。
一

て
四
つ
の
分
瞳
酔
起
て
る
。
人
口
居
一
館
を
大
切
に
思
い
、
住
民
に
車
仕
し

私
事
な
か
色
、
私
は
国
防
暗
入
金

一住
地
区
内
の
九
五
引
の
人
市
半
径
一
一
ょ
う
と
し
う
間
一
も
ち
が
蝉
局
を
一
つ

の
誕
生
む
乙
ろ
、
と
こ
ろ
も
同
じ
大

一J
以
内
に
図
書
館
施
般
亭
待
つ
こ
と
↑
一
つ
乗
り
向
っ
て
宵
く
。

阪
・
輯
港
で
生
市
小
れ
た
。
園
聞
が
開

一に
な
る
。
欄
安
に
置
の
高
い
図
書
一
た
と
透
帯
動
図
書
館
の
本
が
お

力
を
伸
ば
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
盃
づ
く
り
の
住
民
連
事
あ
っ
た
に
一
葉
、
た
り
な
い
、
憲
に
何
と
か

っ
た
曹
芦
苗
風
の
と
き
、
私
の
軍
も

一せ
よ
、
そ
れ
ま
で
図
書
画
と
よ
べ
る
一
せ
よ
、
と
い
う
声
に
、
二
年
後
に
ち
ゃ

水
害
に

T
R、
母
は
私
を
た
ち
い
ほ
ど
の
も
の
が
な
か
っ
た
こ
の
小
さ
一
ん
と
し
た
図
曹
曲
が
出
架
歪
苓
椿

に
策
せ
玄
穆
べ
と
い
っ
て
い
有

一な
市
に
己
ん
な
立
派
な
計
画
が
で
き
一
て
、
な
ど
名
内
さ
ん
は
い
わ
な
い
。

自
重
量
ね
あ
わ
せ
て
も
感
襲

一た
己
奈
不
思
隅
語
、
こ
の
点
は
、
一
し
か
し
本
も
主
も
な
い
。
置
を
ひ

い
も
の
が
あ
っ
た
。

(
岩
波
新
書

一己
の
本
を
見
で
い
て
も
よ
く
わ
か
ち
一
ね
っ
た
末
、
県
立
図
膏
闘
の
老
朽
化

四
一塁

巴

一
な
に
榔
土
を
愛
す
る
市
畏
の
人
以
一
廃
車
本
の
申
す
包
接
的
よ
い
も
の

一ち
は
よ
く
描
防
て
い
る
が
1
1
0
そ
一
一
一
一
千
岡
を
も
ち
い
、
そ
れ
#
首
治
告

の
大
計
画
酔
渥
め
た
図
書
館
買
の
吉
一
の
県
舎
前
に
三
百
冊
ず
つ
置
い
て
応

封
は
、
豪
苔
U
釦
ち
れ
て
い
な
い
。

一
急
手
当
す
る
。
と
う
し
た
己
と
が
住

働
く
も
の
の
立
明
か
ち
掛
か
れ
た
、
一
民
の
図
画
担
へ
の
信
頼
を
よ
ぶ

図
書
館
づ
く
り
の
物
語
で
あ
る
。

一

n
人
H

こ
そ
が
聞
恩

ι新
規
晴
圃

大
計
固
は
あ
る
が
、
来
て
み
れ
ば
一
を
入
れ
号
と
き
に
力
を
入
れ
適
任
孟

古
い
図
書
闘
は
聞
に
ひ
ず
み
が
出
て
一
宇
き
が
す
。
図
書
館
が
貯
さ
な
ば
か

お
り
、
聴
聞
は
た
っ
た
こ
人
。
己
の
一
り
に
金
主
を
や
め
、
草
帥
が
高
く
正

手
闘
が
H

十
八
計
圃
の
棋
u
と
な
る
の
一
現
職
聞
に
な
れ
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

だ
か
ら
大
葬
街
、
省
吾
の
、
図
画
一
図
圃
聞
に
つ
と
め
て
い
た
T
民
を
入

一

知
ら
れ
ざ
る
こ
の
苦
労

奉
仕
の
気
持
が
難
局
打
開

図
書
館
の
街

浦
安
竹
内
紀
吉

千
車
県
浦
安
市
の
図
書
館
は
昨
年

度
、
草
間
市
民
一
人
当
り
@
貸
出
冊

散
が
一
0
・
八
冊
と
な
り
、
日
本
で

は
じ
め
て
ニ
ケ
タ
の
貰
出
冊
数
聖
逼

成
し
た
。
己
れ
は
踊
典
的
な
散
な
の

だ
。
向
し
ろ
日
本
の
図
・
聞
は
、
八

四
台
の
曲
聞
出
し
か
ら
あ
と
は
伸
び

ず、

二
ケ
タ
は
日
本
で
は
賄
理
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
い
た
の

著

だ
か
る
。
著
者
は
、
浦
安
市
立
図
膏
血
の
初

代
間
長
。
現
在
鼎
立
中
央
図
書
館
の

奉
仕
割
置
だ
あ
る
。

図
輔
魁
は
、
行
政
(
自
治
体
)
に

や
る
気
と
理
解
が
あ
り
、
図
曹
館
員

に
人
を
開
れ
ば
、
た
明
豆
企
2
r
品
く
な

る
も
の
、
と
い
高
め
が
払
の
持
軸
だ

が
、
こ
の
套
旗
争
涌
安
泣
き

に
そ
の
典
出
だ
と
思
っ
た
。

欄
安
は
竹
肉
声
ヤ
ん
が
館
長
に
棋
る

ま
で
は
一
雨
の
方
で
立
派
な
図
書
閤
計

画
が
あ
っ
た
。
中
央
臨
は
県
内
で
は

最
大
規
慣
の
大
幸
さ
。
あ
い
前
援
し

資分史自 四 体争戦警 衝胸
」uてuる、、

コ

イ

..轟轟1I
ス
ス
メ
ス
ス
メ

ヘ
イ

7

f

ス

え

d
F

「
子
ど
も
た
ち
の
昭
和
史
L

大
月
書
店
が
ス
ラ
イ
ド
に

ポケットをありれば、ノズルが2つ.家具の問はすき問問、本棚はたな用..~

スミズミまで手際よ〈ぉ掃除.・ホコPをたてずに、ゴミ捨てできる、2重・紙パック。

-Eii車問転プラシ付のターピJノズルで、じゅうたんの奥まで、徹底締除。

・II年前の1.6倍の強色、吸込仕事率160Wo (品r~f)・陪段でも立ててf史止ま℃
〈スッポリタイプ〉

MC-300TK:::37，800伺(完勾) :n'-.t:JJ5Jl""川山川酬/色必怯制作プト
白-tæ/þ. ，. -t~グ，-;..

〈スタンダードタイプ〉

MC-260T :::31.500円
t~- t';.-ノズル付，

~.竃1βω山β・ゐ'"匹+:J8JW/e::"ω .:1".'71ト
出1:"":::-2位 ::21，却制IJ(i(;'ふ.. ) 
礎実倹川ー・1\ ' ~ 7タU ナシ.，ドルの"脇4 需循. 

• 
一一一一r，':J，;甲E・I・1・J:.九，-，・

関属国民彊fあ #/1"語路橋

-ーーヨiClI・I・l'.l!mI'I・ーー

℃。

民

H
k
g

hn
九

刷42事命資生堂|広報室|

E•，.if.l民・1 ・1・r.<<5若園昆

次のような注意表示を記してありま寸=

。婦やほれもの il:しんかぶれただれ色家風常など田富
輯がある臨位にはお慣いになら伝いで〈ださL、

O化"'...が釘飢に合わ位、、と ~I怠‘二計費用.."やめ〈ださい.
1 <Df問中‘際みはれかゆみ し.I"@'~ど四異常があらわ
i れた喝合
I (②世期したお...に直射目先があたってよ配のような異常が
1 あらわれた渇合
l。そ由11"ftl&.晶輔自慢湖毎制収ヲますと喧執を・<tさせるこ
! とがあります明で鹿 i.f;j.専門医、または資金盆仕駐晶由売
i ・か釘近〈的資金盆鴻費者相陣窓ロにご相聞〈ださ川



ル
が
運
ば
れ
、
俳
優
と
裏
方
の
た
め
一
で
三
男
の
グ
ス
タ
フ

・
ア
ド
ル
フ
一
友
だ
っ
た
。

一

エ

ル
ゲ
ル
ス
主
教
の
手
で
行
わ
れ
た
。

教

一
の
ク
リ
ス
マ
ス

・
パ
ー
テ
ィ
が
始
ま
一
が
、
料
理
と
給
仕
を
し
て
い
る
問
、
一
マ
イ
の
部
屋
で
、
グ
ス
タ
フ
は
、

一
オ
ス
カ
ル
の
一
遺
言
で
、
劇
場
は
、

主

一る
。
そ
の
あ
と
、
エ
ク
ダ
l
ル
一
家
一
次
男
で
大
学
教
授
の
カ
1
ル
は
、
す
一
若
い
彼
女
に
す
っ
か
り
の
ぼ
せ
て
、
一
エ
ミ
リ
ー
が
引
き
受
け
た
が
、
不
入

王

一
は
、
自
邸
に
号
、
土
地
の
名
士
や
一
で
に
酔
い
ど
れ
て
い
る
。

一
菓
子
庖
を
譲
る
証
文
を
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の世界である。
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